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 ２学期後半も生徒の素晴らしい活躍が続きました  

 岩手県民会館大ホールで披露した３学年合唱「This is me.」”周りの目を
気にせず，自分に自信を持って” という曲です。三年間の集大成として，振付
を交えて思い切り表現することが出来た地区中文祭のステージでした。 

 授業参観での3年生の発表。大人を前に一人でプレゼンテーションをして，
質疑に応答する。それまでの学びや経験が，決してやらされたものではなく，
自ら主体的に取り組んできたからこそ到達できた，三年間の学びの成果でし
た。  

 地区予選を唯一勝ち抜いた男女卓球部が県大会に挑戦しました。真剣勝負
に臆することなく戦い，今後につながる手応えを感じさせた大会でした。 

 岩手県中学校文化祭に地区代表として出演した 2 年生。岩手県民会館第ホ
ールの舞台に立ち，一人一人がしっかりとその役割を演じ切り，紫波三中の文
化を堂々と発信して来ました。 

 東京都日野市を訪れ，日野四中の生徒と共に「三中米」の販売をしてきた畠
山さんと工藤さん。紫波町との交流を心待ちにしてくれていた日野市の皆さ
んや紫波町ゆかりの方々に，歓迎とねぎらいの声をいっぱいかけていただき
ました。 

 全国児童生徒木工工作コンクール岩手県大会で，県知事賞を受賞しました。
空璃さんの仮面が回る案山子をヒントに，総合文化部 5 人で力を合わせてつ
くりました。歯車を回すと，狐とコロポックルたちが回り出す楽しい作品で
す。次は高知で開催される全国大会で，日本一の栄冠を目指します。 

 総合文化部３年の鷹觜さんが第１２回いわてマンガ大賞コンテストの１～
４コマ部門中学生以下の部で「岩手の花子さん」が最優秀賞を獲得しました。
昨年にこのコンテストを知り、今年は応募してみようと心に決めていたそう
で、中学生最後の年に見事グランプリを射止めました。 

² 生徒の可能性は無限大です。やればできる姿を目の当たりにして，つくづくそう思いました。生徒
たちの素晴らしい活躍に感謝します。どうもありがとう。 

² 一斉メールでご案内した「R4 まなびフェスト」保護者アンケート調査へのご協力をよろしくお願い
します。 


